
事後アンケート 

【ワシントンＤＣについて】 

Q. ワシントンＤＣで感じた日本との違いは 

A. 道路の広さと信号の多さ。 

A. 大きい建物が多く、ホワイトハウスを見られたことが印象に残った。 

A. 道路が広く、都心部でも渋滞が起きていなかった。 

A. 街並みに色があって見ていて面白かった。 

 

【シダーブラフ中学校訪問について】 

Q. シダーブラフ中学校で経験して良かったこと 

A. バレーボールを通して他のホストファミリーと交流できたこと。とても楽しかった。 

A. 授業やアメリカの給食。 

A. ホストファミリーと理科や数学の授業を受けて、一緒に問題に取り組んだこと。 

 

Q. シダーブラフ中学校で感じた日本との違い 

A．とにかく自分から行動する生徒が多い。 

A. ノリがいい人が多い。学校の机が椅子と合体している。 

A. 個人の判断を尊重したり、空気や場を読んだりする力をつけていた感じがした。 

A. 授業ごとに教室を移動することが少し面倒に感じた。 

A.「クラス」での活動が多い日本に対し、「個人」での活動が多かった。 

 

【ホームステイについて】 

Q. ホームステイで困ったこと（言葉の問題以外で、生活に困ったこと） 

A. 食べる量。 

A. 10～11 月のノックスは極端に寒い日もあるので、家の中でもカイロとか上着は必須。 

A. シャワーの出し方、部屋に土足で入っていいのかなど。 

A. トイレとシャワーが同じ部屋にあり、誰かがシャワーを使っている間はトイレが使えなかっ

   たこと。 

 

- 47 -



 

 

Q. ホームステイで一番印象に残ったこと・準備しておけばよかったこと 

A. 飲み物も食べる量もすべてが大きかった。 

A. みんなでハロウィンのパンプキンを作ったこと。 

A. ジェットコースターに乗ったこと。最速７０キロくらいに乗った。 

A. ホストファミリーの家を案内されたときなどに使える簡単な誉め言葉を覚えておく。 

 

Q. ホストファミリーとの交流で用意したもの・役に立ったもの・こと 

A. けん玉。ホストスチューデントの弟が楽しそうに遊んでくれた。 

A. 自分の家族の写真。 

A. 日本のお菓子やカップラーメン。 

A. 日本の教科書。 

 

【その他、今回の派遣事業全体を通して】 

Q. もっとこれがしたかった、こうした方がいいと思ったことは？ 

A. ホームステイをもっとたくさんしたかった。 

A. もっとアメリカの同じ年の子の生活を味わってみたかった。 

A. 研修テーマについて調べる日数が足りなかった。 

A. ホームステイの期間が思ったより短いので、積極的に話しかければよかった。 

A. ホストファミリーにもっと日本や室蘭について話すことができれば良かった。 

 

Q. 今後の派遣予定者に対するアドバイス 

A. 困りながら話すと気持ちが伝わらないので、自信を持って話すことが大切。 

A. 英会話は少し文法が変でも案外通じるので、思ったことをちゃんと口に出してみよう。 

A. 会った時は緊張していると思うけど、積極的に話しかけるといいよ！ 

A. 間違ってもいいから、何か一つでも言葉を発してみると、きっと良い方向に進むと思います。 

A. みんな優しいので、失敗を恐れずに挑戦した方が良いと思います。 
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